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研究及び教育への波及効果について

熊本地震によって発生した様々なタイプの斜面災害について現地調査をおこない，その発生メカニズムを明らかにした．

このことは，熊本地震だけではなく，他の火山地域における内陸地震による斜面災害の防災に大いに資すると考えられる．

また，大学院生，学部生も現地に赴き，災害の発生した現場を観察するとともに，さまざまな調査および現地せん断実験

をおこなった．事前の情報や調査時間が限られた中で災害調査の方法について学ぶよい機会となったと思われる．

（１）目的・趣旨

熊本地震においては，都市域における宅地盛土の地すべり，火山地域の流動性地すべり，地震断層直近で発生した地すべり

など多様な斜面災害が発生した．こうした斜面災害の多様な発生メカニズムを，地質学，地盤工学，土質力学，地震学の背景

から明らかにし，国内の地震活動の活発化を受け喫緊の課題である内陸直下型地震による斜面災害の予測・減災の高度化に資

することを目的とする．

（２）研究経過の概要

熊本地震によって発生したさまざまなタイプの地すべり・斜面災害について，地質調査，変状の観察，物理探査，土質実験

などの手法によって詳細に内部構造や地盤の特徴について明らかにした．その結果，斜面災害の発生メカニズムが明らかにな

るとともに，より定量的な現象の理解に向けた研究テーマのシーズが多数見つかった．

（３）研究成果の概要

益城町の被災地域における被害の悉皆調査を行い，被害分布と地盤の関係を明らかにした．また，熊本市都市圏（東区，御

船町）における谷埋め盛土地すべりについて踏査を実施した．その結果，火山地域特有の斜面災害の実態が明らかになると共

に，都市の発展の過程で自然に形成されてきた人工斜面が，大きな被害をもたらしたことも示された．

南阿蘇村の住宅地の地すべりにおいては，同定した地すべりブロック内を横切って地表（分岐）断層の変位が見られた．実

施した表面波探査によっても断層が深部から地表まで続く低速度帯としてイメージされ，地震による断層の変位や強震動が地

すべりの重力性変位を引き起こしたとみられる．

明瞭な陥没帯が数 km にわたって形成された阿蘇谷北西部において，詳細な亀裂分布調査をおこない，地震断層の延長が

当地域にまで至っていないことを示すとともに，側方流動と組み合わせて出現すべき明瞭な圧縮亀裂が実際にはほとんど見ら

れないことを示した．

南阿蘇村河陽高野台地区において大規模な流動性地すべりが発生し，10°～15°と勾配が緩やかにもかかわらず，5名の方が

なくなる災害となった．発生した流動性崩壊に対して，現地調査および室内土質実験を行った．まず，すべり面とされる草千

里ヶ浜降下軽石層およびその下位の暗褐色テフラ層との境界で山中式土壌硬度計による強度測定，乱れの少ない試料による一
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面せん断試験を行い，せん断強度について考察した．さらに，草千里ヶ浜降下軽石層の密度特性および透水特性についても実

験的な考察を行った．続いてリングせん断実験を実施した結果，以下のことがわかった．①地すべりは降下軽石層の底面付近

をすべり面として発生し，より上位のテフラ層が，移動に伴って発生した高い過剰間隙水圧により，せん断抵抗が大幅に低下

し，高速で移動したと考えられる．②降下軽石層は自然含水状態においても，せん断破壊後に高い過剰間隙水圧が発生し，せ

ん断抵抗がほぼゼロまで低下しうる．③自然含水状態における降下軽石層は，繰り返しせん断に対して，抵抗が大きい．これ

は恐らく強い前震時(Mj6.5)に地すべりが発生しなかった原因であると考えられる．

（４）研究成果の公表（予定を含む）
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